




















































































































































































葉片状 鱗片状 六角板状 






























鉱物の屈折率は 1.4 から 2.5 の範囲に入るものが多い。光を絞った時にザラザラした感
じ，あるいは，どぎつい輪郭を示す鉱物の屈折率は非常に高いか低い。多くの場合，屈折
率が低いものは粘土鉱物であるので，微細な結晶でなければ屈折率が高いと考えて差し支





































































































































































(6) 白雲母(muscovite)図 8【K2Al4(Si6Al2)O20(OH,F)4】 
(A) 平行ニコル  
様々な形を示す。劈開が著しい。一般に無色だが，まれに少量の Feを含んで薄い茶色あ
るいは緑色を呈して多色性を示す。屈折率が高い。 













(7) 角閃石(amphibole)図 9【X2－3Y5Z8O22(OH,F)2】 








など Ca, Na, K を含まない角閃石は直消光する。もっとも，直閃石は変成岩中で産するこ
とが多く，火成岩中で産することは珍しい。 
 



































































(13) 方解石(calcite)図 13，図 14【CaCO3】 

















































































(16) 緑泥石(chlorite)図 17【(Mg,Fe2+,Fe3+,Al)12(Si,Al)8O20(OH)16】 
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文献への注 
(1) 澁江(1999)の 164 ページにおいて図 1 として示したスケッチに付した説明「斑状組織
（流紋岩）」と「等粒状組織（花こう岩）」が入れ替わっている。本資料中で示したものが
正しい。 
 
 
 
図 17 緑泥石の顕微鏡写真。左側は平行ニコル，右側
は直交ニコルでの写真。平行ニコルで透明，直交ニコ
ルで赤褐色の部分が緑泥石である。平行ニコルでも直
交ニコルでも黒色の鉱物は不透明鉱物である。 
